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 地 域 学 論 集  第 10 巻  第 1 号（2013） 
２．2012 年度新入生の状況 
まず入試区分別に見た 2012 年度新入生の状況を確認する。地域学部 4 学科と各学部の入学者を入
試区部で整理し，それぞれの割合を算出したものが表 1 である。 
  
 
私費外国人留学生を除いた鳥取大学全体の入学者 1,174 名のうち，地域学部に入学したのは 200


















入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%）
地域政策学科 7 14.0 4 8.0 29 58.0 10 20.0 50 100.0
地域教育学科 4 8.0 0.0 36 72.0 10 20.0 50 100.0
地域文化学科 5 9.3 6 11.1 31 57.4 12 22.2 54 100.0
地域環境学科 4 8.7 4 8.7 34 73.9 4 8.7 46 100.0
6
20 10.0 14 7.0 130 65.0 36 18.0 200 100.0
0
64 23.6 155 57.2 52 19.2 271 100.0
2
3 0.6 38 8.2 1 0.2 315 68.0 106 22.9 463 100.0
0
16 6.7 52 21.7 150 62.5 22 9.2 240 100.0
6










ＡＯ 推薦 前期 後期 合計
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ティーチング・アシスタント（TA）が 2 名配置されている。2012 年度は，コーディネーターを筆者
が務め，学科担当教員は，馬場（地域政策学科），児島（地域教育学科），小泉（地域文化学科），
寳來（地域環境学科）そして五島（芸術文化センター）がそれぞれ担当した。また TA を務めたのは，







M2 や新規入学予定者から TA を選任して事務体制を確立させる。なお，TA の業務は複雑かつ多岐
にわたるため，4 月当初に TA の雇用申請をする段階で候補となった 2 名に対して業務に関する説明










































































トロダクション（1 回），第 1 部「私たちにもできる身近な地域連携・地域交流活動」（2~4 回），第 2

























提起をふまえた総説・入門の抜本的な見直しは 2013 年度に向けた議論で行うこととし，2012 年度の
講義計画の検討に際しては，1 点目と 2 点目の反省点を中心に対応することとした。 
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2回 4月18日 安藤由和（地域環境・教授） 環境物理学から地域学へ
3回 4月25日 仲野　誠（地域政策・准教授） 地域のつながり
4回 5月2日 土井康作（地域教育・教授） ものづくり道場の実験と因幡の手づくりまつり
5回 5月16日 小玉芳敬（地域環境・教授）◆レポート提出日 山陰海岸ジオパークへの学術的貢献
6回 5月23日 ケイツ・Ａ・キッペン（地域文化・教授） 地域における国際交流活動
7回 5月30日 高田健一（地域環境・准教授） 過去を未来の一部に
8回 6月6日 野田邦弘（地域文化・教授） 文化と地域再生
9回 6月13日 石谷孝二（芸術文化センター・教授） 芸術文化センターはどんなことをしているの？
10回 6月20日 塩見直紀（半農半Ｘ（エックス）研究所代表）＋竹川（政策） 半農半Ｘ（エックス）という生き方～小さな農と天職と地域づくりと～
11回 6月27日 鈴木康正（津山ホルモンうどん研究会代表）＋皆木憲吾（津山市地域振興部次長）＋福田（教育） ◆レポート提出日 ホルモンうどんによる地域の活性化
12回 7月4日 三上恵子（南部町教育委員会学校教育室長）＋土井（教育） コミュニティスクールの挑戦
13回 7月11日 播磨靖夫（財団法人たんぽぽの家理事長）・岡部太郎（同スタッフ）＋五島（芸文センター） ソーシャルデザインとエイブルアート







































2回 4月20日 野田邦弘（地域文化・教授）＋学生 学生の地域交流活動（えんがわ活動、淀屋サミット等）
3回 4月27日 土井康作（地域教育・教授）＋学生 ものづくり道場の実験と因幡の手づくりまつり
4回 5月11日 ケイツ・Ａ・キッペン（地域文化・教授）＋学生 地域における国際交流活動
5回 5月18日 山内道雄（海士町長）＋竹川（政策）＋学生 地域の生き残り戦略
6回 5月25日 坂本誠（全国町村会調査室長）＋筒井（政策） 地域における農業の現状とＴＰＰ問題
7回 6月3日 村上洋司（岩美西小学校校長）＋小玉（環境） ジオパークを活用した地域づくり
8回 6月8日 三上恵子（南部町教育委員会学校教育室長）＋土井（教育） コミュニティスクールの挑戦
9回 6月15日 鈴木忠志（劇団ＳＣＯT主宰）＋野田（文化） 富山県利賀村における劇団ＳＣＯTの挑戦
10回 6月22日 鈴木康正（津山ホルモンうどん研究会代表）＋福田（教育） ホルモンうどんによる地域の活性化
11回 6月29日
12回 7月6日 仲野　誠（地域政策・准教授） ローカルとグローバル
13回 7月13日 吉村伸夫（地域文化・教授） 地域で生きる
































































れた。学生による地域連携活動としては，第 5 回に「えんがわ事業」と「倉吉淀屋サミット」，第 6
回に上述した「タイム」などの学生活動，第 7 回に「南部町・海士町訪問研修」，第 8 回に「旧横田
医院ホスピテイルプロジェクト」が紹介され，第 9 回には芸術文化コースの学生による地域調査実
習の成果が紹介された（テーマ：麒麟獅子）。 

























きな反響が起こり，2012 年度もまた 9 月 3～5








般参加者も含めて大勢の人たちが地域学棟 1 階 
の大会議室に駆けつけ，昼食をとりながら講師と質疑応答を繰り広げた。 
 そして第 15 回目の最終講義では，総合討論と題して履修者と教員が向き合い「地域学」について












  ステージ上にファシリテーター席（長机 1 本）と学科担当教員の席（長机 2 本）をつくり，筆
者がファシリテーターを務め，学科担当教員がコメンテータを務めた。学生の発言を拾い上げて
いくため学科担当教員の一人が講義室のホワイトボードに書き込む書記を担当した。 
外部講師による講義風景（第 14 回・山内道雄海士町長） 
講義終了後の意見交換会の様子（講師：塩見直紀氏） 
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 地 域 学 論 集  第 10 巻  第 1 号（2013） 
②ワークショップの進め方 
  １）学科担当教員より，これまでの講義を振り返っての一言と印象に残った実践事例とその理
由をコメント（1 人 5 分程度） 
  ２）第一部の講義で提起された「地域学」のキーワードと第 3 部の実践との関係を竹川が整理 
ア．学際性・総合性（光多・安藤）…海士町，エイブルアート 
イ．内発性（光多）       …海士町，津山市 
ウ．視点や発想の転換（仲野）  …半農半Ｘ，コミュニティ・スクール，海士町 
  ３）上記以外の「地域学」のキーワードについて学生から発表 
    ・想定される回答として「生活者・住民の視点に立つ」「自主性・主体性・自発性」「自律・
自立・自治」「新しい価値の創造」「交流・連携」などを想定し，学生からの発言が少な
く議論が展開しない場合には，学科担当教員から発言を求めることとした。 
  ４）キーワード洗い出しのまとめ（竹川：5 分程度） 
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うした一連の講義を受けた新入生にどのような変化が生じたかを，7 月 25 日の最終講義の際に新入
生から回収したアンケートを中心に検討する。 
































 図 2 は，第一志望か否かの志望度と地域学への関心の有無をあわせて学科別に示したものであ
る。学部合計では，第一志望の割合が 49%（前年度：46％），第一志望以外が 51%（同 54％）と
第一志望とそれ以外の新入生が拮抗している。これらに地域学への関心の有無という要素を加え
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はゼロであった。学科別に特徴をみると，政策・文化・環境の 3 学科は「高まった」の割合が 40~44%
と比較的高いのに対して、教育は「高まった」が 19%に留まり「やや高まった」が 69%となってい
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 地 域 学 論 集  第 10 巻  第 1 号（2013） 
教育 人とのつながり 
教育 ボランティア 
教育 自主性 様々な発想ができるもの 









教育 熱意 わくわく感 可能性 なんでもあり 協働 視点の転換  





教育 持続可能 継続 伝統 地元愛 本気 つながり 連携 
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文化 連携 継続力 持続可能な取り組み 多様性 熱意 実践 視野を広げる  







文化 共同 密着型  
文化 地域連携 主体性 自立支援 
文化 協働、相互性、つながり、熱意 










文化 つながり 熱意 ゆらゆら ぶれる 本気 内発性 連携 実践 地域の人を主体に据える。最先端 協働 
文化 視野の拡大 
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環境 協力 人 挑戦 戦略 活性化 半農半 X コニュニティースクール  
環境 協働 総合性 志  











環境 協働 現場主義 本気 
環境 多様性 団結力 発展性 志  
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環境 現場主義、人のつながり、可能性、熱意、情熱、 
環境 地域性 住民主体 外からの視点 広域性 統合性 連携 多様性 自分たちにできることをやる 情熱 












環境 連携 発信 統率力 




環境 独自性 自発性 相乗効果 ふれあい 教育 協力 絆 持続力  
環境 協働、交流、地域一体、多様性、最先端、過去と未来 
環境 未知への挑戦・熱意・がむしゃら・改革・犠牲・確変 
環境 積極性 活性化 つながり 思いやり 楽しむ心 
環境 連携 内発的 熱意 根気 愛 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































変容（第 2 報）―2010 年度における授業実践のまとめ―」『地域学論集』7(2)，pp.157-96． 
竹川俊夫・土井康作（2012）「初年次必修科目「地域学入門」の 2011年度授業実践報告」『地域学論集』8(3),pp.75-104． 
 
 （2013 年 6 月 7 日受付，2013 年 6 月 13 日受理） 
